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縦断データによる訪日外国人旅行者の消費金額・支出項目 
に影響する要因の分析 

 

矢部直人 ∗１・栗原 剛*２・永井克郎*３・山地秀幸*４・新藤宏聡*５ 
要旨 
本研究では，Web アンケート調査により，訪日外国人の消費に関する縦断データを収集

した。この縦断データを用いて，日本に３回訪れたことがある旅行者を対象として，過去３

回分の訪日時の消費額と支出項目に影響する要因について分析を行った。その結果，以下の

ことが明らかとなった。 

娯楽・サービス費の消費額では，会社役員，中国，タイ，といった旅行者の属性に関する

変数のほか，公式Webサイトや日本で見たテレビといった情報源が，正の方向に影響して

いた。ただし，訪日回は有意な変数とはならず，1～3 回目の訪日に関しては，訪日回によ

る消費額の変化はみられない。買い物代の消費額については，中国，タイといった旅行者の

属性に関する変数のほか，買い物目的，治療目的といった変数が正の方向に有意となった。

訪日回数については，3回目の訪日で買い物代の消費額が増加する有意な関係があった。 

支出項目については，説明変数の組合せを変えて二つのパターンの分析を行った。既存の

研究と同様の説明変数を用いた分析では，旅行の目的が有意な変数となる場合が多かった。

その一方で，訪日回の変数が有意になる場合が少なく，訪日回ごとに異なる旅行の目的が，

支出項目との関係をみるにはより有効である可能性がある。訪問地に注目すると，娯楽・サ

ービス費において地方への訪問と関連する支出項目が複数みられる一方，買い物代につい

ては地方への訪問と関連する支出項目は一つだけであった。このことから，地方における訪

日外国人の消費の特徴は，娯楽・サービス費への支出であるといえる。 

支出項目についてのもう一つのパターンの分析は，前回訪日時の支出項目を説明変数に

含めた分析である。分析の結果，前回訪日時の支出項目は，次回訪日時の同じ支出項目に影

響していることが分かった。この点は，娯楽・サービス費，買い物代のいずれについても同

じ傾向がみられた。このことから，例えば温泉に訪れた旅行者に対して，違う地域の温泉の

魅力を紹介できれば，次回の訪日を促し，さらに温泉へ訪れる可能性がある。このように，

訪日外国人が日本で支出した項目と関連する項目の情報を提供できれば，日本へのリピー

トを促し，ひいては地方でのさらなる消費を増やすことができると思われる。 

                                                      
∗ 1 東京都立大学都市環境学部准教授 *2 東洋大学国際観光学部准教授 *3 内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官 
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I はじめに 
2003 年の小泉政権下で始められたビジットジャパンキャンペーン以降，訪日外国人は顕

著に増加し，2003 年の 521 万人から 2018 年には 3,000 万人を突破するに至った。この期

間の増加率，特に 2011 年以降の伸びは世界的に見ても特筆されるものである。2002 年に

おける外国人旅行者受け入れ数の世界順位では日本は 33 位であったものの，2019 年には

12位まで上昇している（観光庁 2021）。 

その後，2020 年の新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により，訪日外国人は大幅に

減少することになった。しかし，観光庁（2021）によれば，新型コロナウイルス感染症収束

後に海外旅行したい国としては，日本は極めて高い評価を受けている。そのため，新型コロ

ナウイルス感染症収束後に，再び訪日外国人が増加する可能性は高いと思われる。新型コロ

ナウイルス感染症収束後の訪日外国人の増加を見据えて，これまでの訪日外国人の観光行

動に関する知見を蓄積することは必要であろう。 

これまでの訪日外国人の観光行動に関する課題として，旅行者が都市部へ偏り，地方へ訪

れる旅行者が少ないことが指摘されてきた（観光庁 2018，内閣府政策統括官 2018）。具体

的には，東京都や大阪府，千葉県，京都府などの都市部への集中が目立つのである。また，

旅行者数の偏りと比べると消費額の偏りは一層大きく，都市部における消費額が地方にお

ける消費額を大きく上回っている（内閣府政策統括官 2018）。訪日外国人による経済効果

を全国へ行き渡らせるためには，訪日外国人の消費に関する知見を蓄積する必要があろう。 

そこで本研究では，訪日外国人の消費に関して，消費額と支出項目にそれぞれ影響する要

因を明らかにすることを目的とする。まず II 章において，既存の研究を整理する。次いで

III 章で，本研究で用いるデータと分析方法について述べた後，IV 章で訪日外国人の消費額

と支出項目に影響する要因を検討する。 

 

II 既存の研究 
早い時点で地方における訪日外国人の消費に注目した研究では，栗原（2014）が定量的な

分析をした上で，既存の統計を利用する際の限界などを整理している。また，栗原ほか（2015）

は，訪日外国人の多くを占める訪日リピーターに焦点を当て，その消費について分析してい

る。そこでは，訪日回数別に消費額を比べたところ，初訪日よりも 2回目の訪日の方が有意

に少なくなること，2 回目から 5 回目までの訪日では消費額に有意な差が認められないこと

が分かった。しかし，6 回目以上の訪日になると再び消費額が増加に転じることも示されて

いる。また，支出項目についてもクロス集計から詳細な分析を行っており，初訪日旅行者に

は家電製品が多く購入される一方で，リピーターには服や靴が購入されることなども明ら
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かにしている。 

観光庁（2020）は，リピーターの中でも東アジアからのリピーターに注目し，クロス集計

からさまざまな分析を行っている。そのうち消費に関する分析では，訪日回数を 1）初訪日，

2）2～9回，3）10 回以上に 3区分した場合，訪日回数が増えるほど一人当たりの消費額が

増えることが分かった。また，台湾と香港・中国のリピーターは，生鮮農産物や酒類といっ

た地方に特色のある商品を購入する傾向にあることも示されている。なお，台湾と香港に関

しては，訪日回数が増えるほど地方を訪問する傾向があることも指摘されている。 

内閣府政策統括官（2018）は，国内を大都市に相当する「成熟圏」と地方に相当する「潜

在成長圏」の二つに分けた上で，さまざまな分析を行っている。その中の消費に関する分析

では，潜在成長圏を訪れる訪日外国人が多く行う活動として，「旅館に宿泊」，「温泉入浴」，

「自然・景勝地観光」，「日本の歴史・伝統文化体験」，「日本の日常生活体験」が挙げられて

いる。このことから，潜在成長圏は，そこを訪れることでしか経験できない「コト消費」を

目当てに訪問されていると指摘している。地方において，訪日外国人がどのような商品・サ

ービスに支出しているのかを明らかにすることは，今後の地方における観光消費の拡大を

考える上で重要な視点であろう。 

一方，訪日外国人に限らない旅行者の消費に関する研究は，枚挙にいとまがないほど行わ

れている。Brida and Scuderi（2013）は，旅行者個人レベルのデータを使った，消費に関す

る 86 の研究をレビューしている。そこでは，分析手法としては通常の回帰分析が最も使わ

れていること，消費額を目的変数とした研究が最も多いこと，などが明らかにされている。

回帰分析の説明変数として使われる，消費に影響する要因としては，大きく分類すると以下

の四つの変数が使われていることが示されている。それは，1）所得など経済的な制約に関

する変数，2）性・年齢など人口学的変数，3）訪問地など旅行に関する変数，4）旅行に対

する態度など心理に関する変数，の四つの変数である。Brida and Scuderi（2013）は，今後

の研究の課題として，より正確な係数の推定を行うため，通常の回帰分析よりも新しい分析

方法を適用する必要があると述べている。 

Marrocu et al.（2015）は，旅行者の消費に関する既存の研究の目的を，以下の三つに分

類している。すなわち，1）なぜ消費をするのか，2）消費額はいくらか，3）支出項目は何

か，の三つであり，そのうち 2）の消費額に関する研究が最も多いとしている。この点は

Brida and Scuderi（2013）の指摘と同じであり，旅行者の消費に関する研究は経済学の分野

での研究が多いことに加えて，観光の経済効果を考える際に消費額が重視されていること

を示していると思われる。 

以上の既存の研究を踏まえて，ここで日本における訪日外国人の課題を振り返ると，都市
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と地方の間に旅行者の消費額に大きな差があることが課題であった。内閣府政策統括官

（2018）が地方における「コト消費」について指摘するように，都市と地方では旅行者の支

出項目に差があることが想定される。そのため，地方における消費を促す方策を考える際に

は，消費額だけではなく，地方で多い支出項目にどのような要因が関連しているか検討する

ことも必要であろう。そこで本研究では，訪日外国人の消費額および支出項目に影響する要

因について分析することを目的とする。 

なお，分析の際には，既存の研究で指摘されている，訪日リピーターについて考慮する必

要がある。すなわち，繰り返し日本を訪れる中で，旅行者の消費がどのように変化するのか，

という点について検討する必要があろう。訪日回数による消費の変化を検討するには，縦断

データが適している。この場合の縦断データとは，同一の旅行者に対して訪日回ごとの消費

の履歴について収集したデータを指す。しかしながら，訪日リピーターの消費に関する既存

の研究では，横断データ（クロスセクションデータ）が使われてきた。横断データは 1時点

の旅行について収集したデータであり，既存の研究では異なる旅行者の異なる訪日回ごと

の消費を分析していることになる。この横断データに対して回帰分析を行うと，未知の交絡

変数の存在により，回帰分析の係数の推定値が正確にならない可能性がある。回帰分析にお

ける係数の推定については，Brida and Scuderi（2013）も通常の回帰分析を適用することの

問題点として挙げているが，縦断データを用いることにより，この問題点に対応することが

できる。また，縦断データの利点として，前回訪日時の消費が，次回の訪日時の消費にどの

ように影響するかといった点を分析することができる。そこで本研究では，縦断データを収

集して分析を行う。データと分析手法の詳細については，次章で説明する。 

 

III データと分析方法 
1. データと分析対象サンプル 

本節では，訪日外国人の消費に関する縦断データを収集する調査方法と，そのデータの概

要について述べる。 

(1)調査方法 

縦断データは，海外におけるアンケート登録モニターを対象としたWeb アンケート調査

によって収集した（表 1）。対象国・地域は，日本への旅行者数が多い上位の国・地域（韓

国，台湾，香港，中国，タイ，アメリカ合衆国）に加えて，地方のスキー場への訪問が多い

オーストラリア，近年の旅行者数の伸びがめざましいフィリピンの計８カ国・地域とした。 

アンケート調査では，過去の訪日旅行の際の消費額などを思い起こして回答してもらう，

回顧的（retrospective）な方法をとった。３回以上の訪日経験がある人を対象に，直近（1回
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前）の旅行と２回前の旅行，それに加えて初めて日本に来たときの旅行の３回について回答

を依頼した。なお，アメリカ合衆国，オーストラリア，フィリピンについては３回以上の訪

日経験がある人が少ないため，１回以上の訪日経験がある人を対象とした。 

調査では，事前に性・年代別の目標回収数を割り付けて設定し，設定した目標回収数に達

した性・年代の回答を順次締め切る方法をとった。割り付けに用いた数値は，観光庁「訪日

外国人消費動向調査」の 2019 年年間値より，各国・地域における観光・レジャー目的の回

答者集計値から，性・年代別の割合を計算して用いた。 

本研究で用いたWebアンケート調査は，標本抽出枠として登録モニターを使う調査であ

ることから，カバレッジエラーが存在する可能性には注意が必要である。ただし，過去の主

な訪日目的が観光である母集団をカバーする適切な標本抽出枠を設定することは，たとえ

Web 調査以外の調査方法をとったとしても難しい。そのため，本研究では，海外における

調査を比較的低コストかつ迅速に実施可能なことから，Web 調査を採用した。なお，調査

の実施は，株式会社サーベイリサーチセンターへ委託した。 

 

表 1 本研究で実施した旅行者に関する調査の概要 

実施時期 2021 年 2 月 

対象国・地域 韓国，台湾，香港，中国，タイ，アメリカ合衆国，オーストラリア，フィリピン 

対象者の条件 20 代以上 

直近の訪日時期が 2015～2019 年の間 

3 回以上の訪日経験あり（ただし，アメリカ合衆国，オーストラリア，フィリピン

に関しては１回以上の訪日経験あり） 

過去の主な訪日目的が観光 

調査方法 Web 調査 

調査内容 基本属性，過去の訪日旅行における消費額，支出項目，旅行の目的，参考情報源な

ど 

回収数 各国・地域 200 サンプル，合計 1,600 サンプル 

 

(2)分析対象サンプルの絞り込み 

調査で回答を得られた 1,600 サンプルのうち，本研究の分析対象となるサンプルを以下

の手順で絞り込んだ。 

まず，リピーターの消費について検討するため，訪日回数 3 回以上の回答が得られた国・

地域（韓国，台湾，香港，中国，タイ）に分析対象を絞り込んだ。次に，訪日回数が 4 回以上の
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回答者を除外し，訪日回数が 3 回の回答者のみを抽出した。これは，この後の分析で 1～3

回目までの訪日旅行に限って，消費がどのように変化するかという点を分析するためであ

る。さらに，2015～2019 年の間に 2 回目の訪日旅行をした回答者のみを抽出した。これは，

矢部ほか（2021）で訪日旅行に関する記憶を検討した際，5年以上前の訪日旅行の訪問地や

目的に関しては「覚えていない」と回答する割合が若干増える傾向にあったためである。な

お，矢部ほか（2021）の調査結果では，5年以上前の訪日旅行であっても訪問地や旅行の目

的を「覚えている」と回答した割合は 9割を超えている。初めて日本を訪れた旅行に関して

は特に印象に残っていると思われるため，初めて日本を訪れた旅行が 5 年以上前の回答者

であっても分析に含めた。 

以上の手続きで絞り込まれた分析対象は，計 396サンプルとなった。ここでは，この 396

サンプルの特徴を確認するため，性・年代と国・地域別の割合を，観光庁「訪日外国人消費

動向調査」と比べる。比較対象の訪日外国人消費動向調査は，2019 年の当該調査個票デー

タから，1）居住国・地域が韓国，台湾，香港，中国，タイのいずれか，2）訪日回数 3回目，

3）訪日 3 回目の来訪目的が観光・レジャー，4）年齢 20 代以上，の四つの条件に合致する

1,485 サンプルを抽出して集計した。 

性・年代について比べると，本研究のサンプルでは男 30 代の割合がやや少なく，女 30代

の割合がやや多い（表 2）。これは，本研究では過去の訪日旅行の主な目的が観光である回

答者を対象としているのに対し，訪日外国人消費動向調査では過去の主な訪日旅行の目的

がビジネスである回答者を含んでいるためと思われる。特に若い年齢層では，女性は男性と

比べて観光目的で訪日する機会が多い可能性があり，このことから本研究のサンプルでは

より女性の割合が多くなったと考えられる。居住国・地域についてみると，本研究のサンプ

ルでは台湾，香港の割合が少なく，中国，タイの割合が多い。これは，台湾，香港では，す

でに 4 回以上訪日している人の割合が多いことが影響していると思われる。本研究で実施

したアンケート調査では，日本に 3 回以上来ていることを回答者の条件としたが，台湾と

香港では日本に 4回以上来ている人がより多く回答したのである。 

訪日外国人消費動向調査の集計値は，過去に主にビジネス目的で訪日した人を含んでい

るため，本研究の分析対象と厳密に同じ条件で比べられるわけではない。しかし，本研究の

分析対象サンプルには居住国・地域に偏りがみられるため，この後の分析結果をみる際には

留意が必要であろう。 
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表 2 本研究の分析対象サンプルと訪日外国人消費動向調査との基本属性の比較 

属性  本研究 

（％） 

訪日外国人消費動向調査（2019 年） 

（％） 

性別 年代   

男 20 代 14.6  15.2       

 30 代 12.4  16.2       

 40 代 8.8  8.8       

 50 代 3.5  2.9       

 60 代以上 1.0  2.3       

女 20 代 21.2  20.7       

 30 代 22.0  17.4       

 40 代 9.4  9.5       

 50 代 5.3  5.3       

 60 代以上 1.8  1.7       

計  100.0  100.0       

居住国・地域   

韓国 21.5  26.8       

台湾 11.6  21.5       

香港 11.6  19.7       

中国 30.8  23.2       

タイ 24.5  8.8       

計  100.0   100.0             

サンプル数 396   1,485        

訪日外国人消費動向調査（2019 年）の数値は，居住地が韓国，台湾，香港，中国，タイのいずれか，これ

までの訪日回数が 3 回，訪日 3 回目の目的が観光・レジャー，年齢が 20 代以上であるサンプルの集計値で

ある。 

 

2. 消費額に影響する要因の分析方法 

本節では，訪日外国人の消費額に影響する要因の分析方法について述べる。アンケート調

査では，娯楽・サービス費および買い物代のそれぞれについて，1 回の旅行全体における消

費額を尋ねた。回答は，六つの選択肢（0～1万円，1～3万円，3～5万円，5～10 万円，10
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万円以上，使っていない）から選んでもらう形式をとった。消費額に関する分析では，娯楽・

サービス費の消費額および，買い物代の消費額の二つそれぞれを目的変数とした分析を行

う。なお，分析に際しては，各選択肢の中央値に相当する値（5千円，2 万円，4万円，7 万

5 千円，15万円）を連続変数とし，旅行の泊数で除した 1泊当たりの消費額を用いる。 

 

表 3 分析で用いる説明変数一覧 

変数の種類 変数名 説明 

経済的な制約に関する変数 職業 会社役員は 1，その他の職業は 0 をとるダミー変数 

人口学的変数 性別 男は 1，その他は 0 をとるダミー変数 

 年齢 参照を 20 代とし，30 代，40 代，50 代，60 代のダミー変

数 

 居住地 参照を韓国とし，台湾，香港，中国，タイのダミー変数 

旅行に関する変数 訪日回 参照を 1 回目とし，2 回目，3 回目のダミー変数 

 訪問地 参照を東京・近畿（第 1 グループ）とし，北海道・九州（第

2 グループ），上記以外（第 3 グループ）のダミー変数 

 同行者 一人旅は 1，その他は 0 としたダミー変数 

 旅行形態 個人手配旅行は 1，その他は 0 としたダミー変数 

 目的 グルメ，買い物，旅館に宿泊，温泉入浴，自然・景勝地観

光，四季の体感，美術館・博物館観光，アウトドア・スポ

ーツ・アクティビティ体験，サブカルチャー（アニメ・ゲ

ーム等）体験，歴史・文化体験，工芸・地場産業ものづく

り体験，農業・漁業体験，商店・街でのまちあるき，親族・

知人訪問，休養，治療・検診，のダミー変数 

 情報 公式 Web サイト，公式ブログ，公式 SNS，公式動画，旅

行情報サイト（TripAdvisor，Expedia等），その他公式Web，

個人ブログ，個人 SNS，書籍・雑誌・ガイドブック，その

他個人 Web，テレビ番組，広告・プロモーション，知人・

友人からの情報，旅行会社店舗での情報，日本のスタッフ

（ホテル，観光案内所等）からの情報，日本で入手したガ

イドブック・パンフレット，日本で見たネット情報，日本

で見たテレビ番組，のダミー変数 
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説明変数には，既存の研究で使われている変数のうち，使われることが少ない心理に関す

る変数を除いた以下の変数を用いた（表 3）。すなわち，1）経済的な制約に関する変数（所

得の代替変数として職業），2）人口学的変数（性別，年齢，居住地），3）旅行に関する変数

（訪日回，訪問地，旅行の同行者，旅行形態，旅行の目的，旅行の際に参考にした情報），

である。このうち，1）経済的な制約に関する変数と 2）人口学的変数は，訪日回にかかわ

らず一定の値をとる。それに対して，3）旅行に関する変数は，訪日回ごとに異なる値をと

る。 

本研究で用いる縦断データは，各回答者について訪日 1回目～3回目の 3 時点における消

費額のデータが記録されており，それが 396 人分そろっているものである。このような縦

断データに対する分析手法として，マルチレベルモデルを用いる。なお，縦断データに対す

るマルチレベルモデルについては，Singer and Willet（2012）が詳しい。 

個人内の訪日回による変化を表すレベル 1の式は，以下の通りである。 

 

𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝛽𝛽0𝑖𝑖 + 𝛽𝛽1𝑛𝑛𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖𝑛𝑛 + 𝑟𝑟𝑖𝑖𝑖𝑖   （1） 

 

ただし，𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖は i 回目の訪日（i =1～3）における個人 j（j =1～396）の消費額，𝛽𝛽0𝑖𝑖は個人 j

の切片，𝛽𝛽1𝑛𝑛は説明変数 n の係数，𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖𝑛𝑛は訪日回 i における個人 jの n 番目の説明変数，𝑟𝑟𝑖𝑖𝑖𝑖は

誤差項である。レベル 1 の説明変数は，訪日回ごとに異なる値をとる旅行に関する変数で

ある。 

個人間の変動を表すレベル 2の式は，以下の通りである。 

 

𝛽𝛽0𝑖𝑖 = 𝛾𝛾00 + 𝛾𝛾01𝑚𝑚𝑧𝑧𝑖𝑖𝑚𝑚 + 𝑢𝑢0𝑖𝑖   （2） 

 

ただし，𝛾𝛾00は切片，𝛾𝛾01𝑚𝑚は説明変数 m の係数，𝑧𝑧𝑖𝑖𝑚𝑚は訪日回にかかわらず一定の個人 jの m

番目の説明変数，𝑢𝑢0𝑖𝑖は誤差項である。レベル 2 の説明変数は，訪日回にかかわらず一定の

値をとる，経済的な制約に関する変数および，人口学的変数である。マルチレベルモデルの

計算には，R ver. 4.1.2（R Core Team 2021）の lmerTestパッケージ（Kuznetsova et al. 

2017）を使った。 

 

3. 支出項目に影響する要因の分析方法 

本節では，訪日外国人の支出項目に影響する要因の分析方法について述べる。アンケート
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調査では，娯楽・サービス費と買い物代について，消費額に加えて，細かな内訳である支出

項目についても尋ねた。支出項目は選択肢から複数回答をしてもらう形式とし，表 4 の選

択肢を設けた。支出項目に関する分析では，各支出項目に支出した場合は 1，そうでない場

合は 0 とした 2 値をとる変数を目的変数とする。ただし，コンベンション参加費はビジネ

ス目的と思われるため，目的変数からは除いた。なお，目的変数が 2 値をとる変数であるこ

とから，支出項目の分析にはマルチレベルロジスティックモデル（川端 2019）を用いる。 

マルチレベルロジスティックモデルのレベル 1の式は以下の通りである。 

 

𝜂𝜂𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝛽𝛽0𝑖𝑖 + 𝛽𝛽1𝑛𝑛𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖𝑛𝑛   （3） 

 

ただし，𝜂𝜂𝑖𝑖𝑖𝑖は i 回目の訪日（i =1～3）における個人 j（j =1～396）の支出項目のロジット，

𝛽𝛽0𝑖𝑖は個人 j の切片，𝛽𝛽1𝑛𝑛は説明変数 n の係数，𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖𝑛𝑛は訪日回 i における個人 j の n 番目の説

明変数である。 

レベル 2の式は以下の通りである。 

 

𝛽𝛽0𝑖𝑖 = 𝛾𝛾00 + 𝛾𝛾01𝑚𝑚𝑧𝑧𝑖𝑖𝑚𝑚 + 𝑢𝑢0𝑖𝑖   （4） 

 

ただし，𝛾𝛾00は切片，𝛾𝛾01𝑚𝑚は説明変数 m の係数，𝑧𝑧𝑖𝑖𝑚𝑚は訪日回にかかわらず一定の個人 jの m

番目の説明変数，𝑢𝑢0𝑖𝑖は誤差項である。マルチレベルロジスティックモデルの計算には，R 

ver. 4.1.2（R Core Team 2021）の glmmMLパッケージ（Broström 2020）を使った。 

 

表 4 支出項目の一覧 

費目 支出項目 

娯楽・サービス費 現地ツアー・ガイド，テーマパーク，舞台・音楽鑑賞，スポーツ観戦，美術館・

博物館等，スキー場リフト，温泉・温浴施設・エステ，マッサージ・医療費，

コンベンション参加費 

買い物代 菓子類，酒類，生鮮農産物，その他食料品，化粧品，医薬品，健康グッズ，衣

類，靴・かばん・革製品，電気製品，時計，宝石・貴金属，民芸品・伝統工芸

品，本・雑誌・ガイドブック，ソフトウェア（音楽・映像・ゲーム等） 

 

説明変数は，消費額の分析に用いたものと同じものを使う。ただし，支出項目に関しては，
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異なる説明変数の組合せを使った別の分析も行う。縦断データの特長として，旅行者の訪日

回ごとの消費の履歴が分かる点がある。この利点を活かして，前回訪日時の支出項目が，次

回訪日時の支出項目に関連するかを分析する。つまり，1回前の訪日時における支出項目を

説明変数として用いるのである。なお，この支出項目を説明変数に加える際には，説明変数

の数が多くなり説明変数相互の相関が懸念されることや，計算が収束しない場合も増える

ため，表 3 の説明変数一覧の中から目的と情報の説明変数は除いて分析を行う。また，初

めて日本に訪れた初訪日回については，前回訪日時の支出項目が存在しないため分析から

除外した。そのため，前回訪日時の支出項目を説明変数に含む分析では，2回目と 3回目の

訪日回のみのデータを対象としている。それに伴い，訪日回の説明変数は，2 回目を参照と

し，3 回目のダミー変数のみを投入する。 

 

IV 分析結果 
1. 訪日回ごとのクロス集計 

マルチレベルモデルの分析結果について述べる前に，消費額と支出項目について訪日回

ごとにクロス集計し，データを概観する。 

消費額では，買い物代がおおむね 7 万円程度であり，４万円程度の娯楽・サービス費より

も平均消費額が大きい（図 1）。訪日回ごとにみると，娯楽・サービス費，買い物代の両方

とも，2 回目の訪日で消費額が落ち込んでいることが分かる。しかし，特に買い物代では，

3 回目の訪日で再び増加している。 

 



 
New ESRI Working Paper No.62 

縦断データによる訪日外国人旅行者の消費金額・支出項目に影響する要因の分析 

13 
 

 
図 1 訪日回別にみた分析対象サンプルの平均消費額 

 

 
図 2 訪日回別にみた分析対象サンプルの娯楽・サービス費支出項目 

 

¥0

¥10,000

¥20,000

¥30,000

¥40,000

¥50,000

¥60,000

¥70,000

¥80,000

娯楽・サービス費消費額 買い物代消費額

初訪日 2回目 3回目

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

初訪日 2回目 3回目



 
New ESRI Working Paper No.62 

縦断データによる訪日外国人旅行者の消費金額・支出項目に影響する要因の分析 

14 
 

 
図 3 訪日回別にみた分析対象サンプルの買い物代支出項目 

 

娯楽・サービス費の支出項目についてみると，支出する人が多いのは，現地ツアー，テー

マパーク，美術館，温泉といった項目である（図 2）。訪日回が増えると支出が増えるのは，

舞台・音楽鑑賞と温泉である。一方，買い物代の支出項目は，訪日回と関連する項目が複数

みられる（図 3）。訪日回が増えると支出も増えるのは，菓子類，化粧品，健康グッズ，衣

類，靴，時計である。 

ここでは，訪日回と消費額・支出項目をクロス集計して概観した。訪日回との関連がみら

れる項目もあったが，消費額や支出項目に影響を与える訪日回以外の変数の影響が統制さ

れているわけではない。次の節以降で，消費額・支出項目に影響を与えるさまざまな変数と

の関係を，マルチレベルモデルにより分析していく。 

 

2. 消費額に影響する要因の分析 

消費額を目的変数としたマルチレベルモデルの分析結果から，娯楽・サービス費および買

い物代に影響する要因が明らかになった（表 5）。娯楽・サービス費に影響する変数では，

会社役員，中国，タイ，公式Web サイト，日本で見たテレビ，といった変数が正の方向に

有意となった。特に影響が大きいのは会社役員であり，7 千円ほど娯楽・サービス費が増加

する関係になっている。また，中国やタイからの旅行者も，4～5 千円ほど増加することが

示されている。一方，訪日回の変数は有意にはならず，1～3回目までの訪日回に関しては，

回数にかかわらず消費額は変わらないといえる。地方への訪問を示す，訪問地（第 2 グルー
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プ，第 3グループ）の変数は有意にならず，地方への訪問が娯楽・サービス費の消費額を増

やす関係はみられなかった。年齢の変数に関して，40 代が負の方向に有意になっている。

これは，子ども連れの旅行であることが考えられ，特に小さな子どもを連れた家族の場合は，

体験などの娯楽・サービス費に支出しづらいことが関係していることも考えられる。 

買い物代に影響する変数では，中国，タイ，訪日回数 3 回目，買い物目的，治療目的，日

本で見たテレビ，といった変数が正の方向に有意となった。特に影響が大きいのは，中国で

あり，1万 7千円程度増える関係にある。また，タイからの旅行者や治療目的の旅行者も 7

千円程度増加する関係が示された。訪日回に関しては，ほかのさまざまな変数を考慮した上

でも，3回目の訪日になると有意に買い物代が増加することが明らかになった。この点に関

して，矢部ほか（2021）で行った訪日外国人への聞き取り調査では，何回か日本に訪れて買

い物をする中で品質が高いことを確信したため，それ以降の訪日でより高い品物を買うよ

うになったとの回答があった。一方，自然景勝地目的や歴史文化体験目的は，負の方向に有

意な変数となっており，これらの目的で訪日した旅行者は，買い物代にはさほど支出しない

といえる。情報の変数で興味深いのは，日本で見たテレビ，が正の方向に有意となっている

ことである。このことは，日本に滞在中に見たテレビ番組や CM などが，消費額に影響し

ている可能性を示唆している。 
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表 5 消費額を目的変数としたマルチレベルモデル分析の結果（係数） 
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3. 支出項目に影響する要因の分析 

(1)支出項目に影響する変数 

娯楽・サービス費の支出項目と買い物代の支出項目それぞれに対して，マルチレベルロジ

スティックモデルを適用し，支出項目に影響する変数について分析した。なお，生鮮農産物

を目的変数とした分析は計算が収束しなかったため，結果は表示していない。結果の表には，

マルチレベルロジスティックモデルの場合には係数よりも解釈がしやすいオッズ比を示し

ている。オッズ比とは，1より大きい場合に当該項目の支出に正の影響を与えていることを

示す。逆に，オッズ比が 1より小さい場合には，当該項目の支出に負の影響を与えているこ

とを示す。 

最初に，娯楽・サービス費の支出項目についての分析結果をみる（表 6）。支出項目の数

が多いため，全ての項目について記すことはしないが，現地ツアーを例に，影響する変数を

確認する。現地ツアーの支出に関しては，台湾，中国，第 2 グループ（北海道，九州）への

訪問，グルメ目的，自然景勝地目的，個人その他 Web，といった変数が正の方向に有意と

なった。特に台湾と中国でオッズ比が 5 以上と高い値を示しており，これらの地域からの

旅行者は，現地ツアーに支出する傾向が強いといえよう。逆に負の方向に有意になっている

変数には，個人手配旅行がある。個人で手配する旅行では，現地ツアーに参加することは言

語の面などでのハードルが高いのかもしれない。 

訪日回の変数に注目すると，この変数が有意となっている支出項目は二つのみである。す

なわち，舞台・音楽鑑賞について，訪日回数 3 回目では正の方向に有意となっていること

と，スキー場について，訪日回数 2回目では負の方向に有意になっているのみである。この

分析では旅行目的など訪日回によって変化する説明変数を多く含んでいるため，訪日回数

の変数単独では有意になることが少ないことが考えられる。この点に関して，訪日回ごとに

変わる旅行の目的はさまざまな支出項目で有意になっており，支出項目に影響するといえ

る。 

訪問地の変数に注目すると，この変数（第 2 グループである北海道・九州への訪問，もし

くは第 3 グループであるその他地方への訪問）が有意になっている支出項目は，現地ツア

ー，舞台・音楽鑑賞，スポーツ観戦，スキー場，温泉である。つまり，これらの支出項目は

地方への訪問と関連があるといえよう。内閣府政策統括官（2018）の指摘にもあるように，

地方においては体験を中心とした観光コンテンツが消費されていると思われる。 

次に，買い物代の支出項目についての分析結果をみる（表 7，表 8）。こちらも支出項目の

数が多いため，全ての項目について記すことはしないが，菓子類を例に，影響する変数を確
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認する。菓子類の支出に関しては，台湾，香港，グルメ目的，買い物目的，温泉目的，自然

景勝地目的，まちあるき目的，休養目的，書籍で見た情報，といった変数が正の方向に有意

となった。特に台湾やグルメ目的の変数は，強い正の影響を与えている。逆に，男，公式そ

の他Web，といった変数は負の方向に有意になっている。 

訪日回の変数に注目すると，この変数が有意になっている支出項目は一つもない。先ほど

の娯楽・サービス費支出項目のところでも言及したが，訪日回によって変化する目的などの

説明変数を含んだ分析では，訪日回単独の変数は有意になりづらいことが考えられる。つま

り，既存の研究で言われてきた訪日回による消費の変化は，訪日回ごとに変わる目的などと

関連している可能性があるのではないだろうか。実際に，買い物代支出項目に関しては，目

的の説明変数は多くの支出項目に対して有意になっている。それに対して，情報の変数は，

支出項目に対して有意になる場合が目的の変数よりも少ない。この点に関しては Brida and 

Scuderi（2013）でも，情報の変数は消費に対する影響が少ないことが述べられており，本

研究の結果とも一致する。 

訪問地の変数に注目すると，この変数が有意になっている支出項目は，電気製品（第 3グ

ループへの訪問が有意）のみである。買い物代に関しては，娯楽・サービス費とは異なり，

地方への訪問が関連することは少ないといえよう。先に述べたように，娯楽・サービス費よ

りも買い物代の消費額の方が大きいため，このことが都市と地方の間で，訪日外国人による

消費額の差が大きいことの一つの要因とも考えられる。 
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表 6 娯楽・サービス費支出項目を目的変数としたマルチレベルロジスティックモデル分

析の結果（オッズ比） 
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表 7 買い物代支出項目を目的変数としたマルチレベルロジスティックモデル分析の結果

（オッズ比） 
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表 8 買い物代支出項目を目的変数としたマルチレベルロジスティックモデル分析の結果

（オッズ比）つづき 
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(2)前回訪日時の支出項目を説明変数に含めた分析 

この項では，支出に影響する説明変数について，前回訪日時の支出項目を含めた分析の結

果を示す。なお，スキー場，マッサージ，時計，宝石，民芸品を目的変数とした分析は，計

算が収束しなかったため表示していない。 

娯楽・サービス費の支出項目についての分析結果をみると，前回訪日時の支出項目は，有

意になっている変数が多くある（表 9）。前回訪日時の支出項目は，支出項目に影響する重

要な変数といってよいであろう。個別の支出項目についてみると，例えば，現地ツアーへの

支出に関しては，前回訪日時に現地ツアー，スキー場，酒類，本へ支出したことが正の方向

に影響している。そのうち，前回訪日時に現地ツアーへ支出したことが最も高いオッズ比を

示しており，強く影響していることが分かる。このように，前回訪日時の支出項目が次回訪

日時の同じ支出項目に影響することは，ほかの支出項目についてもみられる。スポーツ観戦

以外の支出項目で，前回訪日時の支出項目が，次回訪日時の同じ支出項目に影響しているの

である。 

次に，買い物代の支出項目について分析結果をみる（表 10，表 11）。娯楽・サービス費の

分析結果と同じく，前回訪日時の支出項目は，有意になっている変数が多くある。個別の支

出項目についてみると，例えば，菓子類への支出に関しては，前回訪日時に菓子類，酒類，

その他食料品，化粧品へ支出したことが正の影響を与えている。この中では，前回訪日時に

菓子類へ支出したことが最も強い影響を与えている。この，前回訪日時の支出項目が，次回

訪日時の同じ支出項目に影響することは，ほかの支出項目にも当てはまる。電気製品を除く

全ての項目で，前回訪日時の支出項目が，次回訪日時の同じ支出項目に影響しているのであ

る。言うまでもなく，この傾向は娯楽・サービス費の分析結果でも同様であった。 

買い物代の支出項目については，さらに同じジャンルの支出項目が影響している場合も

みられる。例えば，アパレル製品というジャンルでみた場合，衣類と靴は，相互に前回訪日

時の支出項目が影響を及ぼしあっている。同様のことは，医薬品と健康グッズについてもい

える。 

上記のほか，一見すると異なるジャンルの支出項目が，次回の支出項目に影響している場

合もある。例えば，前回訪日時にスキー場へ支出したことが，次回訪日時に靴への支出に影

響している。前回スキー場を訪れた旅行者が，防水のアウトドア靴を買っている場面も想像

できるが，実際にそのようなことが起きているのかはこの分析結果のみでは分からない。た

だし，このスキー場の場合のように，ある項目への支出が次回の訪日時に違うジャンルへの

支出につながるケースはほかにもあり，消費の幅を広げるという意味ではこのような支出

項目の果たす役割も注目される。 
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表 9 前回訪日時の支出項目を説明変数に含む娯楽・サービス費支出項目を目的変数とし

たマルチレベルロジスティックモデル分析の結果（オッズ比） 
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表 10 前回訪日時の支出項目を説明変数に含む買い物代支出項目を目的変数としたマル

チレベルロジスティックモデル分析の結果（オッズ比） 
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表 11 前回訪日時の支出項目を説明変数に含む買い物代支出項目を目的変数としたマル

チレベルロジスティックモデル分析の結果（オッズ比）つづき 
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V まとめと政策的な示唆 
本研究は，Web アンケート調査によって収集した縦断データにより，訪日外国人の消費

額と支出項目に影響する要因について分析を行った。結果を簡単にまとめると以下のよう

になる。 

娯楽・サービス費の消費額では，会社役員，中国，タイ，といった旅行者の属性に関する

変数のほか，公式Webサイトや日本で見たテレビといった，情報源が正の方向に影響して

いた。ただし，訪日回は有意な変数とはならず，1～3 回目の訪日に関しては，訪日回によ

る消費額の変化はみられない。買い物代の消費額については，中国，タイといった旅行者の

属性に関する変数のほか，買い物目的，治療目的といった変数が正の方向に有意となった。

訪日回数については，3回目の訪日で買い物代の消費額が増加する有意な関係があった。 

支出項目については，説明変数の組合せを変えて二つのパターンの分析を行った。既存の

研究と同様の説明変数を用いた分析では，旅行の目的が有意な変数となる場合が多かった。

その一方で，訪日回の変数が有意になる場合が少なく，訪日回ごとに異なる旅行の目的が，

支出項目との関係をみるにはより有効である可能性がある。訪問地に注目すると，娯楽・サ

ービス費において地方への訪問と関連する支出項目が複数みられる一方，買い物代につい

ては地方への訪問と関連する支出項目は一つだけであった。このことから，地方では娯楽・

サービス費への支出があるものの，買い物代の支出は少なく，このことが都市と地方の訪日

外国人消費額の大きな差となっていると思われる。 

支出項目についてのもう一つのパターンの分析は，前回訪日時の支出項目を説明変数に

含めた分析である。分析の結果，前回訪日時の支出項目は，次回訪日時の同じ支出項目に影

響していることが分かった。この点は，娯楽・サービス費，買い物代のいずれについても同

じ傾向がみられた。また，同じ支出項目だけではなく，アパレル製品など似たようなジャン

ルの支出項目に影響している場合も複数あった。それに加えて，靴の支出に対するスキー場

など，異なるジャンルの支出項目に影響するものもあり，消費の幅を広げる意味では，この

ような支出項目の果たす役割も注目される。 

以上の結果のうち，縦断データの特長を活かした分析である，前回訪日時の支出項目を説

明変数に含めた分析結果が，本研究のオリジナリティが特に強く表れているものである。こ

の結果に注目して，政策的な示唆について述べていきたい。 

地方における訪日外国人の消費を拡大するには，現地ツアーや温泉などの，その場所でな

くては体験できないコンテンツを充実させ，娯楽・サービス費へ支出する旅行者を増やすこ

とが有効であると思われる。娯楽・サービス費の中でも現地ツアーへの支出は，この項目に

支出する旅行者が多いため，重要な項目といえる。この，現地ツアーへの支出と関連する前
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回訪日時の支出項目は，現地ツアーのほか，スキー場，酒類，本，であった。これらの項目

に支出した旅行者は，次回の訪日時に現地ツアーに支出する可能性が高い。そこで例えば，

酒類に支出した旅行者に対して，酒造りの現場を紹介する現地ツアーの情報を提供すると，

次回の訪日時に現地ツアーに支出する可能性をより高めることができるのではないだろう

か。地方で作られる日本酒やワインを購入した旅行者に対して，その日本酒やワインを作っ

ている酒造やワイナリーの見学ツアーをおすすめすることができれば，そのツアーに参加

する可能性はあるのではないだろうか。この場合，酒類を購入する場所は都市でもかまわな

いので，都市部を訪問した旅行者に次回の訪日で地方へ訪問してもらうことにもつながる。 

現地ツアーへの支出に影響する前回の支出項目には，スキー場もあった。矢部ほか（2021）

で行った訪日外国人への聞き取り調査では，冬の北海道しか知らないので夏など違う季節

の北海道も体験したい，と回答した旅行者がいた。ほかにも，ある地域に訪問して興味を持

ち，同じ地域の違う季節に訪問したいという回答は複数あった。そのため，スキーに訪れた

旅行者に，その地域の夏のアクティビティを体験するツアーを紹介することも有効であろ

う。 

また，娯楽・サービス費の支出項目では，温泉への支出も現地ツアーに次いで支出する旅

行者が多い項目であった。温泉への支出に対しては，前回訪日時の支出項目として，現地ツ

アー，温泉，宝石，が関連している。このうち温泉については，前回訪日時に訪れた温泉と

同じ温泉に，次回も訪れるとは限らない。温泉という同じ興味は維持しながら，新奇性を求

めて前回とは違う温泉地へ訪れることがある。実際に，矢部ほか（2021）で行った旅行者へ

の聞き取り調査では，北海道で温泉に入って気に入ったため，次回の訪日でテレビや雑誌で

知った群馬県の草津温泉に行ったという旅行者がいた。また，北海道でスキーや温泉に入っ

たが，違うスキー場や温泉へ行きたかったため，次回の訪日で新潟県の妙高でスキーと温泉

に行ったという旅行者もいた。上記の事例のように，温泉に訪れた旅行者に対してほかの地

域の温泉の情報を提供することで，訪日外国人の訪問が少ない地方への訪問を喚起するこ

ともできるであろう。なお，矢部ほか（2021）で明らかにしたように，過去に北海道や九州

を訪れた旅行者は，その後，より訪日外国人の少ない地方に訪れる傾向がある。北海道や九

州の観光地において，日本のほかの地方の観光地の情報を提供することは，地方における訪

日外国人の消費拡大に貢献できると思われる。 

ここまで述べてきたことについて，無理を承知であえて一般的な記述を試みると，以下の

ようになるかもしれない。旅行者は前回訪日時に支出して気に入った項目と，部分的に共通

した項目に次回の訪日時で支出する傾向がある。全く同じ項目に支出する場合も考えられ

るが，新奇性を求める旅行者は，前回訪問時と同じ活動であっても違う地域で実施したり，
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前回訪問時と同じ地域であっても違う季節に訪れたりする。このように前回の支出項目と

部分的に共通しつつ新奇性のある選択肢を提示することで，日本へのリピートにつなげや

すくなるのではないだろうか。その際に，旅行者がまだ訪れたことのない，新奇性のある地

方における選択肢を示すことで，地方での消費拡大につながる可能性がある。 

旅行者の支出項目と関連する情報の提供方法としては，旅行者が訪れた観光地における

情報の提供が考えられる。観光庁（2020）によると，リピーターが再び訪日したいと思った

時期は以前の訪日中であることが大半であり，日本を旅行中に情報を提供することの重要

性を指摘している。また，矢部ほか（2021）の分析結果では，地方を訪れることに影響する

要因として，前回までに日本を訪れた際に現地で得た情報が影響していた。現地の観光案内

所などで得たパンフレットや，現地のスタッフから聞いた話などが，次回以降の訪問に影響

するのである。この点を考慮すると，観光地における案内所などでは，その観光地に関する

情報に加えて，広いスケールでみた異なる地域の観光情報も提供できるとよいのではない

だろうか。日本全体でみたときのリピーターを増やすため，部分的に共通した観光資源を持

つ違う地域の情報を紹介するのである。観光地域づくりに取り組む DMO は全国各地にあ

るが，これらの DMO のうち，似た観光資源を持つ DMO 同士が連携し，相互の観光地を

紹介することも一つの方策であるかもしれない。 

本研究の課題は複数あるが，その一つは調査方法の限界である。旅行者の縦断データを得

るためにWeb アンケートによる回顧的な調査を実施したが，カバレッジエラーが存在する

こと，主観的な旅行の記憶の確からしさといった点に注意が必要である。客観的な消費のデ

ータとしてクレジットカードの記録を使うことも考えられるが，全ての消費支出をカバー

できるわけではないこと，個人の消費データを利用できる可能性が低いこと，などの課題が

ある。分析対象サンプルの偏りとして，台湾，香港が少なく，中国，タイが多いということ

もあった。ランダムサンプルを対象とした分析ではないため，本研究の成果がどこまで一般

化できるかはさらなる検討が必要である。また，過去の主な訪日目的が観光であるサンプル

を分析したため，主にビジネスで日本を訪れる旅行者は分析対象から外れている。訪日 4回

目以降の分析や，飲食費など，ほかの費目についての分析も今後の課題である。さらに，新

型コロナウイルス感染症収束後には，訪日外国人の観光行動が変わる可能性もある。訪日外

国人が再び増える際には，これらの課題を踏まえた継続的な調査が必要であろう。 

 

付記 
Web アンケート調査を実施するにあたり，田中孝幸氏，米谷信哉氏にご協力をいただき

ました。ここに記して厚くお礼申し上げます。なお，本研究は内閣府経済社会総合研究所と
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の共同研究の成果である。 
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